
2026 年８⽉７⽇ 
 
強く発光するセリウム錯体の構造と発光機構を解明 
室蘭⼯業⼤学⼤学院⼯学研究科・希⼟類材料研究センターの飯森教授らは、希⼟類元素の中でも⽐
較的豊富に存在するセリウムを⽤いて、⾼い発光効率を⽰す新しい発光材料を開発しました。本研究
では、セリウムイオンにチオシアン酸イオンが配位した錯体結晶を合成し、その単結晶 X 線構造解
析、光物性測定、量⼦化学計算を組み合わせることで発光機構を明らかにしました。本錯体は⼤気中
で蛍光量⼦収率 93%という⾼い発光効率を⽰し、セリウムを⽤いた光機能材料の新たな設計指針を
与える成果です。 
 

 
 
研究のポイント 

 豊富な元素であるセリウムを発光材料として活⽤ 
 構造が単純なチオシアン酸配位⼦を⽤いた新しい発光錯体を開発 
 ⼤気中で蛍光量⼦収率 93%の明るい発光を実現 
 単結晶 X 線構造解析により構造を明確化し発光効率向上の分⼦機構を解明 
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